
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本社会は激動の中にあり、大きな転換点にさしかかっています。今こそ

日本社会の過去をつかみ、現在をよく知り、国民の立場に立った社会変革の

方向をさぐりましょう。 

下記のように、３人の講師によるテーマ別講義を予定しています。みなさ

んの参加を呼びかけます。 

 

◇会場 第１、2 講義 静岡労政会館 ５階 視聴覚室 

第 3 講義 あざれあ ５階 502 会議室 

◇時間 13 時 20 分～16 時 40 分 ◇参加費 3,000 円 

 

対米従属とグローバル化で見る  

日本的労使関係で見る  

社会保障から見る  

講師 友寄 英隆 
元『経済』編集長 

講師 藤田 実 
桜美林大学教授 

戦後日本資本主義は、対米従属的な関係で発展

してきました。グローバル化は、国民経済を犠牲

にしながら進行し、今、新たな変革期にあります。 

 

 

 

 

年功賃金、終身雇用等に特徴づけられる日本的

労使関係は、今や崩壊し、非正規労働者は約４

割です。日本経済の打開の展望をさぐります。 

日本は、OECD 加盟３４カ国で６番目に高い

貧困率と言われています。あらためて社会保障

の本質と、今後の課題を明らかにします。 

 

◇
右
写
真―

第
四

次

産

業

革

命

が

進
ん
で
い
ま
す
。 

◇
左
写
真―

時

給
一
五
〇
〇
円

を
求
め
る
運
動

が
発
展 

「戦後日本経済史」参加申込書 

 

氏名           電話           

 

メール          所属           

 

住所                        

◇参加申込書は、FAX かメールでお願いします。 

 【主催】静岡県労働者学習協会 (http://shizuoka-gakkou.sub.jp/www/） メール tadayosijp@yahoo.co.jp 

【共催】静岡県労働組合評議会  ☎ 054-287-1293  FAX 054-286-7973 メール kenpyo@mail.wbs.ne.jp 

第１講義 

6/24(土) 

第 2 講義 

7/8(土) 

第 3 講義 

7/22(土) 
講師 唐鎌 直義 
立命館大学教授 
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